
様式１(受注者→発注者)　変更請求書当初契約日（既にスライド条項により契約金額の変更を行っている場合は、直前のスライド
条項による請負代金額変更の基準とした日。）から１２か月を経過している必要あり👉



　令和４年５月２日

請負代金額変更請求書

（発注者）
　新座市長　宛


（受注者）
住　所　　○○市○○○－○
会社名　　□□□建設㈱
氏　名　　代表取締役　□□　○○　　


令和３年１月１７日付けで契約した下記工事については、新座市公共工事請負契約基準約款第２６条第１項の規定に基づき請負代金額の変更を請求します。

記
[bookmark: _Hlk103685459][bookmark: _Hlk103685460]👈スライド変更の請求日を基本とし、出来高を確認する日
　 工期末まで２か月以上残っている必要あり

	
工 事 名

	○○○○□□□工事

	
工事場所

	　主要地方道○○□□線／○○市□□地内

	
工　　期

	　
　　令和３年　１月１７日　から
　　令和４年　８月３１日　まで


	
請負代金額

	　２３８，７００，０００円

	希望基準日
	　　　
　　　令和４年　５月　２日
　　　

	変更請求概算額
	　　１４，３３９，８７５円

	概算残工事
請負代金額
	
[bookmark: _GoBack]　１９３，２５９，０００円


	
	　概算残工事請負代金額とは、請負代金額から希望基準日における出来高部分に相応する請負代金額を控除した額



※　今回の請求は、あくまで概算額であり、精査の結果、請求額が変更となっても問題はない。


